
2    目  標  達  成  計  画
事 業 所 名 ： グループホーム　みんなのいえ
作 成 日 ： 令和2年8月18日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標

1 1
理念の策定から相当の期間を経ていることっ
もあり、より分かりやすい理念について職員と
検討する必要がある。

事業所独自の分かりやすい理念を職員と検討、
策定する。
策定した理念を日々の実践につなげる。

3 か月

2 6
身体拘束適正化委員会の開催内容を、全職
員で共有理解できていない。

身体拘束をしないケアの実践のため、委員会の
開催内容を職員間で共有する。

3 か月

3 4
運営推進会議の参加者に民生委員が含まれ
ていない。

地域の福祉に関わる方に会議に参加してもら
い、ホームの理解と地域福祉の情報を得る。

1 か月

4 か月

5 か月

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合ったものです。
また、課題等は、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を掲げております。

職員と、どのような事業所にしていきたいの
か話し合う。
わかりやすく、日々のケアにつなげられる理
念を策定する。

委員会開催後は、記録を全職員が閲覧し内
容を理解するよう努める。
委員会参加者は他の職員に説明し、情報を
共有する。

【目標達成計画】　

現在、運営推進会議の構成員になっている
町内会長に紹介いただき、参加を依頼する。

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取組み内容
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